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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】収納体とカバー体とで使用材料を使い分けるこ
とで、比較的安価で、ぶら下げて持ち運びできるように
した包装用ケースを提供する。
【解決手段】包装用ケース１は、物品を収納する紙製の
収納体２と、前記収納体２に被せられた合成樹脂シート
製のカバー体３と、を備え、前記収納体２が、物品を載
せる底面部２１と、前記底面部２１の周囲から上方に延
設された周壁部２２と、前記周壁部２２の上方に開口さ
れた上方開口部２３と、を有し、前記カバー体３が、前
記収納体２の上方開口部２３を覆う天面部３１と、前記
天面部２１の周囲から下方に延設され且つ前記収納体２
の周壁部２２に覆うカバー壁部３２と、を有し、前記収
納体２に被せられたカバー体３が前記収納体２に係止さ
れている。好ましくは、前記カバー体３の上方に、取っ
手部３３が形成されている。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　シート材を組み立てることにより形成された包装用ケースであって、
　物品を収納する紙製の収納体と、前記収納体に被せられた合成樹脂シート製のカバー体
と、を備え、
　前記収納体が、物品を載せる底面部と、前記底面部の周囲から上方に延設された周壁部
と、前記周壁部の上方に開口された上方開口部と、を有し、
　前記カバー体が、前記収納体の上方開口部を覆う天面部と、前記天面部の周囲から下方
に延設され且つ前記収納体の周壁部を覆うカバー壁部と、を有し、
　前記カバー体が前記収納体に係止されていることを特徴とする包装用ケース。
【請求項２】
　前記カバー体の上方に、取っ手部が形成されている請求項１に記載の包装用ケース。
【請求項３】
　前記収納体の周壁部に孔部が設けられ、前記カバー体のカバー壁部に、前記孔部に差し
込み可能な差込片部が延設されており、前記差込片部を前記孔部に差し込むことによって
、前記カバー体が前記収納体に係止されている請求項２に記載の包装用ケース。
【請求項４】
　前記差込片部の幅が、前記孔部の開口幅よりも長く、前記孔部に差し込まれた前記差込
片部が、前記収納体の内面側であって前記孔部の上方領域側に折り曲げられている請求項
３に記載の包装用ケース。
【請求項５】
　前記収納体には、左右の切り目が形成されており、前記左方の切り目の下端部が、孔部
の左上方縁の近傍に位置し、前記右方の切り目の下端部が、孔部の右上方縁の近傍に位置
し、前記左右の切り目は、前記下端部から上方へ向かうほど離反するように形成されてい
る請求項４に記載の包装用ケース。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、物品を入れて展示販売する包装用ケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　シャンプー、リンス、化粧品、飲料などを入れた成形容器などの各種の物品が、包装用
ケースに収納されて販売されている。特に、本来個別に販売され得る複数の物品を、纏め
てセット販売するために、複数の物品が包装用ケースに収納されて販売されている。
　かかる包装用ケースは、消費者が購入した後、通常、廃棄される。このため、包装用ケ
ースは、比較的安価であることが好ましい。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、互いに対向する一対のシート壁の上端同士及び両側端同士が
接続されると共に、シート壁が下端側ほど互いに離間して下端同士が底片を介して接続さ
れ、一対のシート壁間に包装対象物が収容される包装用ケースが開示されている。
　かかる包装用ケースは、所定の平面形状に切り抜かれた１枚の合成樹脂シートを、貼着
片を利用して組み立てることによって、箱状に形成されている。
【特許文献１】特開２００６－３３５３７２号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の包装用ケースは、１枚の合成樹脂シートから形成されているので
、比較的コストが高いという問題点がある。
　具体的には、合成樹脂シートは、紙に比して、原料コストが高い。また、合成樹脂シー
トに所望の意匠を印刷する場合の印刷コストは、紙に印刷する場合に比して高い。
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　上記従来の包装用ケースは、その全体が１枚の合成樹脂シートから形成されているので
、材料コスト及び印刷コストが高いという問題点がある。
【０００５】
　また、包装用ケースの性質上、消費者が、ぶら下げて持ち運びできるものが好ましい。
【０００６】
　本考案の第１の課題は、比較的安価な包装用ケースを提供することである。さらに、本
考案の第２の課題は、ぶら下げて持ち運びできる包装用ケースを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案の包装用ケースは、シート材を組み立てることにより形成され、物品を収納する
紙製の収納体と、前記収納体に被せられた合成樹脂シート製のカバー体と、を備え、前記
収納体が、物品を載せる底面部と、前記底面部の周囲から上方に延設された周壁部と、前
記周壁部の上方に開口された上方開口部と、を有し、前記カバー体が、前記収納体の上方
開口部を覆う天面部と、前記天面部の周囲から下方に延設され且つ前記収納体の周壁部を
覆うカバー壁部と、を有し、前記カバー体が前記収納体に係止されている。
【０００８】
　上記包装用ケースは、収納体が紙で形成され且つカバー体が合成樹脂シートで形成され
ているので、全体が合成樹脂シートで形成されている従来の包装用ケースに比して、材料
コスト及び印刷コストを抑えることができる。
　なお、全体が紙で形成されている包装用ケースの場合には、ケースを通じて収納した物
品が見えないが、本考案の包装用ケースであれば、カバー体が合成樹脂シートで形成され
ているので、カバー体を通じて物品を見ることも可能である。
　さらに、上記包装用ケースは、カバー体が収納体に係止されているので、保管・運搬時
に、両者が分離して、ケース内の物品が脱落するおそれがない。
【０００９】
　本考案の好ましい包装用ケースは、前記カバー体の上方に、取っ手部が形成されている
。
　上記好ましい包装用ケースは、取っ手部を利用してカバー体を把持することにより、手
でぶら下げて持ち運びできる。
【００１０】
　本考案の好ましい包装用ケースは、前記収納体の周壁部に孔部が設けられ、前記カバー
体のカバー壁部に、前記孔部に差し込み可能な差込片部が延設されており、前記差込片部
を前記孔部に差し込むことによって、前記カバー体が前記収納体に係止されている。
【００１１】
　上位好ましい包装用ケースは、孔部に差込片部を差し込むだけで、カバー体を収納体に
係止させることができる。
　また、孔部から差込片部を抜けば、カバー体の収納体に対する係止を解除して、カバー
体を収納体から取り外すことができる。カバー体を外すことにより、物品を収納体から取
り出すことができる。
【００１２】
　本考案の好ましい包装用ケースは、前記差込片部の幅が、前記孔部の開口幅よりも長く
、前記孔部に差し込まれた前記差込片部が、前記収納体の内面側であって前記孔部の上方
領域側に折り曲げられている。
【００１３】
　上記好ましい包装用ケースは、差込片部の幅が、孔部の開口幅よりも長く形成されてい
るので、差し込んだ差込片部が孔部から抜けにくく、カバー体を収納体に確実に係止させ
ることができる。
　また、差込片部が孔部の上方領域における収納体の内面側に折り曲げられているので、
取っ手部を利用して包装用ケースをぶら下げたときに、差込片部が収納体の孔部の上方縁
に食い込むように引掛かる。このため、包装用ケースを持ち運びしている途中で、収納体
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がカバー体から離脱するおそれがない。
　なお、上記幅広の差込片部は、孔部から抜けにくいため、カバー体の収納体に対する係
止を解除しにくいが、収納体は紙で形成されているので、手で破くことができる。このた
め、差込片部が折り曲げられている領域（孔部の上方領域）において、収納体を破ること
によって、カバー体の係止を解除できる。
【００１４】
　本考案の好ましい包装用ケースは、前記収納体に、左右の切り目が形成されており、前
記左方の切り目の下端部が、孔部の左上方縁の近傍に位置し、前記右方の切り目の下端部
が、孔部の右上方縁の近傍に位置し、前記左右の切り目は、前記下端部から上方へ向かう
ほど離反するように形成されている。
【００１５】
　上記好ましい包装用ケースは、収納体に左右の切り目が形成されているので、収納体の
うち上記差込片部が折り曲げられている領域（孔部の上方領域）を、容易に破ることがで
きる。よって、カバー体の収納体に対する係止を容易に解除できる。
【考案の効果】
【００１６】
　本考案の包装用ケースは、物品を良好に収納でき、且つ、比較的安価である。さらに、
本考案の包装用ケースは、手でぶら下げて持ち運びでき、又、物品も容易に取り出するこ
とができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本考案の好ましい実施形態について、図面を参照しつつ具体的に説明する。
　なお、各部の用語の接頭語として、第１、第２などを付す場合があるが、該接頭語は、
用語を区別するために付加されるものであり、各部の順序や優劣などを意味しない。また
、方向を示す用語として「上下」や「前後」は、収納体を下に向け、本考案の包装用ケー
スを自立させた状態を基準にしている。
【００１８】
　図１～図５に於いて、１は、物品Ａを収納する収納体２と、前記収納体２に被せられた
カバー体３と、を有する包装用ケースを示す。
　なお、収納体２を構成する展開シートを、図６に示し、カバー体３を構成する展開シー
トを、図７に示す。この展開シートをそれぞれ組み立てることにより、収納体２及びカバ
ー体３が得られる。図６及び図７の展開シートに付された符号は、収納体２及びカバー体
３の各部にそれぞれ対応している。なお、図６及び図７において、各折り罫線を一点鎖線
で表す。
【００１９】
　上記収納体２は、紙から形成されている。
　収納体２を形成する紙は、余りに薄いものを用いると物品Ａを載せたときに大きく変形
し、一方、余りに厚いものを用いるとコスト的に不利となる。この点から、紙は、米坪１
９０ｇ／ｍ２～１５００ｇ／ｍ２のもの（所謂厚紙）が好ましく、更に、米坪２６０ｇ／
ｍ２～３７０ｇ／ｍ２のものがより好ましい。
【００２０】
　上記収納体２には、必要に応じて、所望の意匠が印刷される。
【００２１】
　収納体２は、物品Ａを載せる底面部２１と、底面部２１の周囲から上方に延設された周
壁部２２と、周壁部２２の上方に開口され且つ物品Ａを出し入れする上方開口部２３と、
を有する。
　底面部２１の前辺及び後辺は、周壁部２２の前辺及び後辺に、第１折り罫線４１及び第
２折り罫線４２を介して連設されている。底面部２１の両側辺は、平面視山型状に形成さ
れ、この両側辺は、周壁部２２に連設されていない自由辺とされている。
　底面部２１は、第１折り罫線４１及び第２折り罫線４２において、周壁部２２に対して
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略直交状に折り曲げられている。
【００２２】
　また、底面部２１の面内には、底面部２１を２等分するような位置に、第３折り罫線４
３が形成されている。この第３折り罫線４３は、底面部２１の前辺と略平行な方向に延び
て形成されている。
【００２３】
　なお、本実施形態では、底面部２１は、図３に示すように、周壁部２２の前辺から第１
折り罫線４１を介して延設された第１底面片２１１と、周壁部２２の後辺から第２折り罫
線４２を介して延設された第２底面片２１２と、から構成されている。
　この第２底面片２１２の面内には、第２底面片２１２を２等分するような位置に、上記
第３折り罫線４３が形成されている。
　上記第２底面片２１２上に第１底面片２１１が重ねられ、その重ね合わせ部分のうち、
第３折り罫線４３から第１折り罫線４１で囲われた領域内が接着されることによって（図
３において、接着部分を黒塗りで示す）、上記底面部２１が形成されている。
　なお、この底面部２１は、第３折り罫線４３において山折りする（周壁部２２の内側方
向へ折る）ことにより、２つに折り畳むことができる。
【００２４】
　周壁部２２は、前面２２１と、後面２２２と、を有する。前面２２１と後面２２２の両
側辺は、それぞれ第４折り罫線４４及び第５折り罫線４５を介して連設されている。
　なお、本実施形態では、周壁部２２は、後面２２２の一側辺から延設された糊代片２２
３を前面２２１の一側辺に接着することにより、前面２２１と後面２２２が連設されてい
る。
【００２５】
　周壁部２２は、前面２２１及び後面２２２の中央部を互いに外側へ引き離すことにより
、筒状に形成されている。
　なお、この周壁部２２は、前記一対の折り罫線４４，４５において山折りすることによ
り、前面２２１及び後面２２２が重なり、略扁平状に折り畳むことができる。
　従って、収納体２は、物品Ａを収納しない時（不使用時）、２つ折りにした底面部２１
を周壁部２２の前面２２１及び後面２２２の間に介在させた状態で、略扁平状に折り畳む
ことができる。
【００２６】
　上記周壁部２２の後面２２２及び前面２２１の高さは、略同一でもよいが、本実施形態
では、後面２２２の高さが前面２２１よりも高く形成されている。
　後面２２２の高さは、物品Ａの高さと略同一又はそれ以上であることが好ましい。
　かかる後面２２２を有する収納体２は、それに物品Ａを収納したとき、物品Ａの背後に
比較的大面積の後面２２２を配置できる。このため、物品Ａの背景面が大きくなり、物品
Ａを見栄え良く収納できる。
【００２７】
　他方、前面２２１の高さは、後面２２２の高さに対して１／２倍～１／６倍が好ましく
、更に、１／３倍～１／５倍がより好ましい。
　前面２２１の高さが余りに高いと、収納された物品Ａの多くが前面２２１によって遮蔽
されるため、消費者が物品Ａを視認し難く、又、収納体２内に物品Ａを出し入れし難くな
る。一方、前面２２１の高さが余りに低いと、物品Ａが不用意に収納体２から離脱するお
それがある。
【００２８】
　上記収納体２の周壁部２２は、その面内に孔部５を有する。該孔部５は、周壁部２２に
穴を穿設することにより形成されている。
　前記孔部５は、周壁部２２の前面２２１又は後面２２２に形成される。孔部５は、図示
したように１箇所でもよいし、複数箇所形成されていてもよい。例えば、孔部５は、前面
２２１及び後面２２２にそれぞれ１箇所又は複数箇所形成されていてもよい。
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【００２９】
　好ましくは、図示したように、孔部５は、後面２２２の１箇所に形成されている。なお
、特に図示しないが、孔部５は、後面２２２の複数箇所に形成されていてもよい。
　後面２２２に孔部５を形成することにより、包装用ケース１の前面側から孔部５が消費
者に見えにくくなる。
【００３０】
　この孔部５の形成位置は、特に限定されないが、孔部５は、包装用ケース１内に収納さ
れる物品の間隙に位置するように形成することが好ましい。
　例えば、本実施形態の包装用ケース１は、ケース１内に２つの物品Ａ（例えば、シャン
プー容器、リンス容器などの円筒状容器）を並べて収納できる。この場合、隣接する２つ
の物品Ａ，Ａの間に、上記間隙が存在する。このため、前記孔部５は、後面２２２（又は
前面２２１）の幅方向中央部に形成される。
　なお、孔部５の上下位置は、特に限定されないが、好ましくは収納体２の下方側である
。
【００３１】
　前記孔部５の穴形状は、特に限定されず、略四角形状（略長方形、略正方形、略逆台形
、略台形など）、略逆三角形状、略円形状、略楕円形状、その他の多角形状などが挙げら
れる。孔部５の穴形状は、好ましくは、略四角形状であり、より好ましくは、図示したよ
うな、孔部５の上方縁が下方縁よりも長い、略逆台形状である。
【００３２】
　前記収納体２には、孔部５に対応して、左右の切り目６１，６２が形成されている。
　本実施形態では、孔部５は後面２２２に形成されているので、前記切り目６１，６２は
、後面２２２に形成されている。
【００３３】
　左方の切り目６１の下端部６１ａは、孔部５の左上方縁（略四角形状の孔部５の左上角
）の近傍に位置している。該左方の切り目６１は、その下端部６１ａから左斜め上方（孔
部５の中心を基準とする放射方向）に延びて形成されている。
　右方の切り目６２の下端部６２ａは、孔部５の右上方縁（略四角形状の孔部５の右上角
）の近傍に位置している。該右方の切り目６２は、その下端部６２ａから右斜め上方（孔
部５の中心を基準とする放射方向）に延びて形成されている。
　従って、上記左右一対の切り目６１，６２は、孔部５の縁に繋がっておらず、両下端部
６１ａ，６２ａから上方へ向かうに従って次第に離反するように、傾斜状に形成されてい
る。
　好ましくは、上記一対の切り目６１，６２は、左右対称に形成される。
【００３４】
　上記切り目６１，６２は、後面２２２を貫通する貫通線である。切り目６１，６２は、
断続的に形成された短い貫通線（一般に、ミシン目と呼ばれる）でも良いし、１本の長い
貫通線でもよい。また、切り目６１，６２は、図５及び図６に示すように、短い貫通線と
長い貫通線が組み合わされていてもよい。
【００３５】
　カバー体３は、合成樹脂シートから形成されている。
　カバー体３を構成する合成樹脂シートは、余りに軟らかいものを用いると剛性が十分で
なく、一方、余りに硬いものを用いると剛性が強すぎて、収納体２に被せることが困難と
なる。これを考慮すると、合成樹脂シートの厚みは、０．１８ｍｍ～１．０ｍｍであり、
好ましくは０．２０ｍｍ～０．６０ｍｍである。
【００３６】
　合成樹脂シートとしては、単層の合成樹脂シート、異種又は同種の合成樹脂シートが２
層以上積層された多層の合成樹脂シート、金属蒸着層を有する合成樹脂シート、合成樹脂
シートと他の機能層との積層シートなどが挙げられる。好ましくは、単層の合成樹脂シー
ト又は多層の合成樹脂シートが用いられ、より好ましくは、単層の合成樹脂シートが用い
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られる。
　合成樹脂シートの材質としては、例えば、ポリプロピレン、ポリエチレンなどのポリオ
レフィン系、ポリエチレンテレフタレートなどのポリエステル系、ポリスチレン系、ポリ
アミド系などが挙げられる。中でも、曲げ特性に優れているので、ポリプロピレン系の合
成樹脂シートが好ましい。
【００３７】
　また、上記合成樹脂シートは、透明性に優れていることが好ましい。該シートの透明性
の基準としては、その全光線透過率が７０％以上が好ましく、より好ましくは８０％以上
であり、特に好ましくは９０％以上である。ただし、全光線透過率は、ＪＩＳ Ｋ７１０
５（プラスチックの光学的特性試験方法）に準拠した測定法によって測定される値をいう
。
【００３８】
　さらに、合成樹脂シートは、無色であることが好ましいが、透明性を損なわない範囲で
着色されていてもよい。
　本考案の包装用ケース１は、印刷コストが安価な紙製の収納体２を有するので、該収納
体２に印刷を施しておけば、カバー体３には、必ずしも印刷を施す必要性はない。このた
め、より安価な包装用ケース１を提供できる。
　もっとも、カバー体３に所望の意匠を印刷してもよい。
【００３９】
　カバー体３は、上記収納体２の上方開口部２３を覆う天面部３１と、天面部３１の周囲
から下方に延設され且つ収納体２の周壁部２２を覆うカバー壁部３２と、上方に形成され
た取っ手部３３と、を有する。ただし、「カバー体３の天面部３１及びカバー壁部３２が
、収納体２の上方開口部２３及び周壁部２２を覆う」とは、これらを隙間なく完全に覆う
という意味ではない。
【００４０】
　天面部３１の前辺及び後辺は、カバー壁部３２の前上辺及び後上辺に、第６折り罫線４
６及び第７折り罫線４７を介して連設されている。天面部３１の両側辺は、平面視山型状
に形成され、この両側辺は、カバー壁部３２に連設されていない自由辺とされている。
　天面部３１は、第６折り罫線４６及び第７折り罫線４７において、カバー壁部３２に対
して略直交状に折り曲げられている。
【００４１】
　また、天面部３１の面内には、天面部３１を２等分するような位置に、第８折り罫線４
８が形成されている。この第８折り罫線４８は、天面部３１の前辺と略平行な方向に延び
て形成されている。
　天面部３１は、第８折り罫線４８において山折りすることにより、２つに折り畳むこと
ができる。
【００４２】
　カバー壁部３２は、前面３２１と、後面３２２と、を有する。前面３２１と後面３２２
の両側辺は、それぞれ第９折り罫線４９及び第１０折り罫線４１０を介して連設されてい
る。
　なお、本実施形態では、カバー壁部３２は、前面３２１の両側辺から延設された糊代片
３２３を後面３２２の両側辺に接着することにより、前面３２１と後面３２２が連設され
ている。
【００４３】
　カバー壁部３２は、前面３２１及び後面３２２の中央部を互いに外側へ引き離すことに
より、筒状に形成されている。
　なお、このカバー壁部３２は、前記一対の折り罫線４９，４１０において山折りするこ
とにより、前面３２１及び後面３２２が重なり、略扁平状に折り畳むことができる。
　従って、カバー体３は、不使用時、天面部３１及びカバー壁部３２を折り畳むことによ
って、略扁平状に折り畳むことができる。
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【００４４】
　上記カバー壁部３２の前面３２１及び後面３２２の高さは、異なっていてもよいが、略
同一であることが好ましい。
　カバー壁部３２の高さは、カバー体３を収納体２に被したときに、天面部３１が収納さ
れた物品Ａに当たらず、且つ、カバー壁部３２の下辺が収納体２の底面部２１と略同じ又
は底面部２１よりも少し上方に位置することが好ましい。
【００４５】
　さらに、カバー壁部３２の前面３２１及び後面３２２の下方両角部は、第９折り罫線４
９及び第１０折り罫線４１０の中途部から前面３２１及び後面３２２の下辺の中途部を結
んだ傾斜線Ｘ，Ｘにおいて切除されている。
　この切除部分は、カバー部材３を収納体２に被せたときに、カバー部材３のカバー壁部
３２と収納体２の周壁部２２の上端部の間に隙間が生じない大きさとされる。
　すなわち、カバー体３を収納体２に被せたときに、傾斜線Ｘの上端部（第９折り罫線４
９及び第１０折り罫線４１０の中途部）が収納体２の周壁部２２の上端部よりも下方に位
置するように、カバー壁部３２の前面３２１及び後面３２２が切除されている。
　なお、本実施形態では、周壁部２２の前面２２１の高さが低いので、傾斜線Ｘの上端部
が周壁部２２の前面２２１の上端部よりも下方に位置するように、カバー壁部３２の前面
３２１及び後面３２２の下方両隅部が切除されている。
【００４６】
　カバー壁部３２の前面３２１及び後面３２２の下方両角部が切除されていることにより
、カバー体３を収納体２に被せる際に、カバー体３の下端部が収納体２の上端部に干渉し
難く、カバー体３を収納体２に容易に被せることができる。
【００４７】
　上記カバー体３のカバー壁部３２には、収納体２の孔部５に差し込み可能な差込片部７
が形成されている。
　この差込片部７は、カバー壁部３２から延設された部分であり、孔部５に対応して設け
られている。
　例えば、孔部５が２箇所形成されている場合、差込片部７は、カバー体３を収納体２に
被せたときにそれぞれの孔部５に対応する位置に、２箇所形成される。
【００４８】
　差込片部７は、別個のシート片をカバー壁部３２の内面に添付することによって形成さ
れていてもよいが、図示したように、カバー壁部３２の一部分から一体的に延設されてい
ることが好ましい。
【００４９】
　具体的には、カバー壁部３２の後面３２２の面内に、有端状の切り目８１が形成されて
いる。この切り目８１で囲われた領域が、差込片部７となる。
　この切り目８１の両端部は、離反しており、切り目８１で囲われた領域（差込片部７）
は、切り目８１の両端部間において後面３２２に連設されている。切り目８１は、その両
端部を基準にして下方側に形成されている。
　従って、差込片部７の延出向きは、下方である（差込片部７の連設部分が上側に位置し
、且つ差込片部７の先端が下側に位置する）。
【００５０】
　差込片部７の形状は、特に限定されないが、その幅が孔部５の開口幅よりも長く形成さ
れていることが好ましい。かかる幅広の差込片部７は、該差込片部７を孔部５に差し込ん
だときに、孔部５から抜けにくくなるので好ましい。
【００５１】
　上記幅広の差込片部７は、後面３２２に対して第１１折り罫線４１１を介して折り曲げ
可能に連設され且つ孔部５の開口面積と略同面積の基片部７４と、前記基片部７４の両側
端から外側に延び（孔部５の両側縁よりも外側に延び）且つ孔部５の開口幅よりも幅広と
なる左右一対の第１及び第２延設片部７１，７２と、前記基片部７４の下端から外側に延
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びる（孔部５の下縁よりも下方側に延びる）第３延設片部７３と、を有する。
【００５２】
　第１及び第２延設片部７１，７２の延出長さ（幅）は、余りに長いと差込片部７を孔部
５に差し込むことが困難となり、一方、余りに短いと差込片部７を孔部５から抜けにくく
する効果を奏し難い。この点を考慮すると、第１及び第２延設片部７１，７２の延出長さ
は、それぞれ５ｍｍ～２０ｍｍが好ましく、５ｍｍ～１０ｍｍがより好ましい。
　なお、上記差込片部７は、第３延設片部７３が延設されているので、孔部５の開口上下
長さよりも長い。このため、該差込片部７は、孔部５から更に抜け難くなるので、より好
ましい態様である。
　第３延設片部７３の延出長さ（上下長さ）は、１ｍｍ～１０ｍｍが好ましく、３ｍｍ～
７ｍｍがより好ましい。
【００５３】
　上記差込片部７は、図２～図４に示すように、孔部５に差し込まれた後、第１１折り罫
線４１１において１８０度折り曲げられている。折り曲げられた差込片部７は、その第１
及び第２延設片部７１，７２が収納体２の左右一対の切り目６１，６２に重なるように、
収納体２の内面側であって孔部５の上方領域に近接している。
　また、差込片部７は、その折り曲げ部分が孔部５の上方縁に接している。
　このように差込片部７を孔部５内に差し込むことによって、カバー体３が収納体２に係
止される。
【００５４】
　さらに、カバー体３のカバー壁部３２には、取っ手部３３が形成されている。
　この取っ手部３３は、例えば、カバー壁部３２の後面３２２の上方中央部に有端状の切
り目８２を形成することにより、後面３２２の面内に形成されている。
　この切り目８２で囲われた領域を内側へ押し込むことにより、後面３２２の上方に手を
挿入可能な開口（取っ手部３３）が形成される。
【００５５】
　上記包装用ケース１は、収納体２が紙で形成され且つカバー体３が合成樹脂シートで形
成されているので、全体が合成樹脂シートで形成されている従来の包装用ケースに比して
、材料コスト及び印刷コストを抑えることができる。
　また、全体が合成樹脂シートから形成された従来の包装用ケースは、ケースの形状を保
持するため比較的剛性の高い（分厚い）合成樹脂シートを用いる必要がある。この点、本
考案の包装用ケース１は、紙製の収納体２が、合成樹脂シート製のカバー体３を補強して
その形状を保持するため、比較的薄い合成樹脂シートを用いることも可能である。このた
め、本考案によれば、より安価な包装用ケース１を提供できる。
　また、上記包装用ケース１は、カバー体３を通じて、収納された物品Ａが見えるので、
展示販売用のケースとして優れている。
【００５６】
　さらに、上記包装用ケース１は、取っ手部３３を利用して、手で持ち運びできる。
　包装用ケース１をぶら下げた際、孔部５に差し込まれ且つ折り曲げられた差込片部７の
折り曲げ部分が、孔部５の上方縁に食い込むように引掛かる。このため、包装用ケース１
を運搬中に、収納体２がカバー体３から離脱するおそれがない。
【００５７】
　上記包装用ケース１は、カバー体３を収納体２から外すことにより、物品Ａを取り出す
ことができる。
　例えば、収納体２の孔部５に差し込まれたカバー体３の差込片部７を該孔部５から抜く
ことによって、カバー体３の収納体２に対する係止を解除できる。
　また、収納体２は、紙で形成されているので、収納体２の一部分（差込片部７が折り曲
げられている領域）を破ることによって、差込片部７を収納体２から抜き、カバー体３の
係止を解除できる。
【００５８】
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　上記包装用ケース１は、収納体２の面内に左右の切り目６１，６２が形成されている。
　このため、図８及び図９に示すように、孔部５から指を入れて差込片部７の表面に当て
、その指を外側に引くことにより、切り目６１，６２と孔部５の縁の間が容易に破れ、左
右の切り目６１，６２の下端部と孔部５の左右上方縁とが繋がり、収納体２に大きな破断
開口が生じる。かかる大きな破断開口が生じるので、該開口から幅広の差込片部７を容易
に抜き出すことができる。
【００５９】
　なお、収納体２に形成された左右の切り目６１，６２は、孔部５の縁にまで形成されて
おらず、且つ上方へ向かうに従って次第に離反するように傾斜状に形成されているので、
包装用ケース１をぶら下げても、孔部５の縁と切り目６１，６２が不用意に繋がるおそれ
がない。
【００６０】
　次に、本考案の包装用ケース１の他の実施形態を示す。
　上記実施形態では、差込片部７は孔部５の開口幅よりも幅広に形成されているが、例え
ば、図１０（ａ）及び（ｂ）に示すように、差込片部７の幅が、孔部５の開口幅と略同一
又はそれよりも短く形成されていてもよい。かかる差込片部７も上記実施形態と同様に、
孔部５に差し入れた後、上側に折り曲げることによって、孔部５の上方縁に係止される。
【００６１】
　さらに、上記実施形態では、カバー体３の差込片部７を折り曲げて孔部５に係止してい
るが、これに限定されず、例えば、図１０（ｃ）及び（ｄ）に示すように、差込片部７を
曲げずに、差込片部７を孔部５の下方側から上方側へ差し込んでもよい。この場合、差込
片部７の延出向きは、上記実施形態の差込片部とは反対に、上方である（差込片部７の連
設部分がカバー体３の下側に位置し、且つ差込片部７の先端がカバー体３の上側に位置す
る）。かかる他の実施形態の差込片部７でも、包装用ケース１をぶら下げたときに、収納
体２がケース体３から離脱し難い。
【００６２】
　さらに、上記実施形態では、カバー体３を収納体２に係止する手段として、差込片部７
と孔部５を用いているが、係止手段はこれに限られず、例えば、図１１に示すように、粘
着テープ１９を用いて、カバー体３と収納体２の一部分を貼着してもよい。なお、粘着テ
ープに代えて、カバー体３と収納体２の内面同士を、接着剤を用いて部分的に貼着しても
よい。もっとも、この他の実施形態の場合には、カバー体３を収納体２から外し難くなる
。このため、カバー体３と収納体２の貼着部分の周りを取り囲むように、カバー体３と収
納体２の両者に貫通するミシン目９２，９３を形成しておくことが好ましい。貼着部分を
内側に押圧すると、前記ミシン目９２，９３に沿って貼着部分がカバー体３及び収納体２
から分離され、簡単にカバー体３を収納体２から外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の包装用ケースの１つの実施形態を示す前面上側から見た斜視図。
【図２】同ケースを後面上側から見た斜視図。
【図３】図２のＡ－Ａ線断面図。
【図４】図２のＢ－Ｂ線断面図。
【図５】同ケースを後面上側から見た分解斜視図。
【図６】収納体を構成する展開シートの平面図。
【図７】カバー体を構成する展開シートの平面図。
【図８】同ケースの使用状態を示す後面上側から見た斜視図。
【図９】図８のＣ－Ｃ線断面図。
【図１０】（ａ）は、差込片部の他の実施形態を示す要部拡大図、（ｂ）は、前記（ａ）
のＤ－Ｄ線断面図、（ｃ）は、差込片部の更なる他の実施形態を示す要部拡大図、（ｄ）
は、前記（ｃ）のＥ－Ｅ線断面図。
【図１１】本発明の包装用ケースの他の実施形態を示す後面上側から見た斜視図。
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【符号の説明】
【００６４】
　１…包装用ケース、２…収納体、２１…底面部、２２…周壁部、２３…上方開口部、３
…カバー体、３１…天面部、３２…カバー壁部、３３…取っ手部、４１～４１０…各折り
罫線、５…孔部、６１，６２…左右の切り目、７…差込片部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】
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